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製作	 	株式会社ニシキプリント	

広島市西区商工センター 7丁目 5-33 
〒 733-0833　電話（082）277-6954

　伊　藤　　　真（広 島 大 学）
　小　野　　　章（広 島 大 学）
　影　山　和　也（広 島 大 学）
　清　國　祐　二（香 川 大 学）
　桑　原　敏　典（岡 山 大 学）
　菅　尾　尚　代（広 島 修 道 大 学）
　鈴　木　明　子（広 島 大 学）
　鈴　木　由美子（広 島 大 学）

　住　野　好　久（岡 山 大 学）
○曽余田　浩　史（広 島 大 学）
　田　中　智　生（岡 山 大 学）
○畑　佐　由紀子（広 島 大 学）
　福　本　昌　之（大 分 大 学）
○牧　　　貴　愛（広 島 大 学）
　松　原　勝　敏（高 松 大 学）
　湯　地　宏　樹（鳴 門 教 育 大 学）

中国四国教育学会編集委員会

令和 6 年 3 月25日　発行

教育学研究ジャーナル� 第29号

　�編集兼発行者　中 国 四 国 教 育 学 会

　 印　　　　刷　レ タ ー プ レ ス 株 式 会 社

　 　　　　　　　広島市安佐北区上深川町809番地の 5

　 　　　　　　　〒739-1752　 電話（082）844-7500

ジャーナル編集幹事
滝沢　潤（広島大学）

事務局幹事長
杉田　浩崇

事務局幹事
安藤　和久　　劉　幸　　掛江　真弓

編集委員長
中坪　史典（広島大学）

　井　上　奈　穂（鳴門教育大学）
　鴛　原　　　進（愛媛大学）
　葛　城　浩　一（神戸大学）
　吉　村　直　道（愛媛大学） 
　金　川　舞貴子（岡山大学）
　小　林　万里子（岡山大学）
　松　井　剛　太（香川大学）
　松　本　佑　介（広島県立高陽東高等学校）
　大　関　達　也（兵庫教育大学）
〇滝　沢　　　潤（広島大学）

　中　村　勝　美（広島女学院大学）
　天　野　かおり（下関市立大学）
〇渡　部　倫　子（広島大学）
　尾　川　満　宏（広島大学）
　冨　安　慎　吾（島根大学）
　武　内　裕　明（弘前大学）
　平　本　哲　嗣（安田女子大学）
〇牧　貴　　　愛（広島大学）
　姜　　　姫　銀（福岡大学）
　　　　　　　　 （○は常任編集委員）

編集委員外査読者

　宇　田　　　響（くらしき作陽大学）
　熊　井　将　太（安田女子大学）
　熊　谷　愼之輔（岡山大学）
　佐々木　保　孝（天理大学）
　坂　東　智　子（山口大学）
　松　原　岳　行（九州産業大学）
　土　井　　　徹（安田女子大学）

　白　石　崇　人（広島文教大学）
　福　田　敦　志（広島大学）
　保木井　啓　史（福島大学）
　本　岡　美保子（比治山大学）
　劉　　　国　彬（福山大学）
 （五十音順）

令和６年 3 月 25 日　製作
令和６年 3 月 25 日　発行
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レタープレス株式会社
広島市安佐北区上深川町 809-5
〒 739-1752　電話（082）844-7500


